








連続立体交差事業　名鉄名古屋本線
(
山崎川～天白川
)
○
 
幹線道路との立体交差化［緊急対策踏切の抜本対策］山崎川→天白川→堀田地区
S44
完了
L=1.7km
概要　本事業は、名鉄名古屋本線の山崎川～天白川間の約
4.3km
において、道路と交差している鉄道を連続して高架化し、
14
箇所の踏切
(
うち３箇所が緊急対策踏切
)
を除却する。それにより、交通の円滑化や安全性の向上を図るとともに、地域分断を解消し、地域の活性化を図る。【計画内容】事業主体：
 
名古屋市事業内容：
 
連続立体交差事業所在地：
 
瑞穂区妙音通～南区阿原町延長：
 
Ｌ＝
4.3
ｋｍ着工準備採択年度：
 
平成１８年度全体事業費：
 
Ｃ＝　約６００億円
 
東海橋線
(
桜２号踏切
) 
踏切交通量　　　
  
　
24,243(
台
/
日
) 
踏切遮断時間　　
            8.6(
時
/
日
) 
踏切交通遮断量
     208,490(
台・時
/
日
)       [
除
 
却
 
踏
 
切
]         
：緊急対策踏切
         
：踏切
         
：既設立体交差
 
豊田新屋敷線
(
桜５号踏切
) 
踏切交通量　　　　　
       7,718(
台
/
日
) 
踏切遮断時間　　　　
         8.6(
時
/
日
) 
踏切交通遮断量
     66,375(
台・時
/
日
) 
星崎鳴海線
(
鳴海８号踏切
) 
踏切交通量　　　　　
       20,792(
台
/
日
) 
踏切遮断時間　　　　
          10.0(
時
/
日
) 
踏切交通遮断量
     207,920(
台・時
/
日
)
鳴海地区
H19
完了
L
＝
2.3km
東海橋線
(
桜２号踏切
)
遮断状況星崎鳴海線
(
鳴海８号踏切
)
遮断状況
 
名古屋環状線架道橋
 
既設橋脚基礎による車線減少
 
（６車線→４車線）
N
名鉄名古屋本線（山崎川～天白川）　Ｌ＝約




